
均風速を,２～４

月・

：

～７月

：
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(高等学校；海陸風；ヒートアイランド)

奨励賞を受賞して

吉 川 契 子

このたびは,日本気象学会奨励賞を頂き,誠にあり

がとうございます.候補者に推薦してくださいました

学会関係者の皆様方には,心よりお礼申し上げます.

受賞対象となった「身近な自然現象を教材にした高

等学校気象教育の充実」は,静岡県立静岡中央高等学

校在職中に行った教育実践です.以下に概略を述べた

いと思います.

私は,高校地学の授業や担当する地学部の部活動指

導を通じて,生徒が,身近な自然現象に関心を持ち,

探求的に調べることを重視しております.気象は,ど

の生徒も関心を持ち得るため,よい教材となり得ま

す.

私は,1999年頃から,気象の探求活動を指導して参

りました.地域の身近な自然現象である静岡市周辺の

海陸風や,地球温暖化等環境問題と静岡の気象との関

わり等を教材として探求的に調べさせ,得られた知識

を生活に生かすことの重要性を生徒に訴えておりま

す.

1999年から2005年にかけては,静岡市の海陸風を

テーマに,研究を行わせました.

まず,海陸風についての研究例を,「天気」から拾

い出し（例えば,千葉ほか 1993）高校生でも実施可

能な研究方法を生徒と話し合いました.そして,風向

風速計で,学校屋上の風向風速を実測し,海陸風の特

徴を明らかにすることを試みました.その結果,気圧

配置と,この地域の地形条件に,海陸風の風向が影響

を受けていることが明らかになりました.

次に,静岡県が大気汚染監視を目的として静岡市内

に設置している観測点の風向風速データの提供を受け

て,静岡市街地における海陸風の季節と地形による変

化を明らかにしました.1990年１月から1999年12月ま

でのうち,風向風速を実測した結果に基づいて,海陸

風発生日の気圧配置の最多風向・平

と

言葉は知っています

５

,身近

・

地

～10月・11～12と１月の４つの時期

別に求めたのです.その結果,静岡市の海陸風は日の

出日の入り時刻に応じて変化し,日の出後約４時間後

に陸風から海風への変化が起きていること,日の入り

直後～約１時間後に海風から陸風への変化が起きてい

ること,風向は小丘陵や山地などの地形に影響される

ことがわかりました.

筆者の指導のもと,静岡平野の海陸風の特徴を明ら

かにした生徒たちは,海陸風による大気汚染物質運搬

の傾向や,海陸風とヒートアイランド現象との関わり

などについて研究対象を広げていきました.

研究を継続するにあたり,前の年度の研究課題を踏

まえて,次の年度に担当する生徒の興味関心に応じて

テーマを選んでいます.

2006年から2008年にかけては,静岡市街地の温暖化

傾向に着目して研究を行わせています.研究開始以前

に,生徒は「地球温暖化」という

れる））と比較して

が

静岡の

な

温

域がどの程度温暖化しているかは知りま

せん.ある生徒は,静岡地方気象台（静岡市葵区曲

金）の気温データから,静岡の気温上昇傾向を明らか

にしました.静岡の年平均気温が50年間あたり1.1℃

上昇していることを調べ,地球温暖化で世界平均で過

去100年間に0.6℃気温が上昇したこと（IPCC第３次

報告書による数値,(IPCC第４次報告書では0.74℃上

昇とさ

こ

ま

した.さらに,

,

帯夜や

気

暑

上昇率が世界

平均を上回っていることや,都市化の影響が少ない日

本国内の地点（気象庁 2007,2008）に比べて温暖化

が進んでいることを表計算ソフトを利用して解析し

調

べ,身近な地域

熱

気象現

猛

に

日が増加傾向にあること

も,気象台の資料を見せていただいて自らの手で

とに

大変驚き,温

の

化防止

象

向

影響が現れているこ

きに 策けての対 取暖 べるを
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を強く意識するようになりました.

生徒たちの研究を指導するにあたり,専門家である

東北大学設楽 寛名誉教授,同大学の境田清隆教授か

ら数々の有益な助言を得ました.愛知教育大学大和田

道雄教授の文献（例えば,大和田 1994）も参考にさ

せていただきました.静岡県環境衛生科学研究所篠原

英二郎氏,当時の静岡地方気象台長斎藤三行氏,後任

の饒村 曜氏,同台防災業務課諸氏には文献とデータ

の閲覧に何度も御協力いただきました.また,気象庁

お天気相談所にもお世話になりました.その他にも静

岡市各消防署・静岡中央警察署等の,地元の関係機関

の資料も参考にさせていただきました.

静岡地方気象台では,何度も,お願いして,過去の

手書きの,観測原簿を閲覧させていただきました.ペ

ン書きの丁寧な字の記録データから,書いた方の気象

観測にかける高い使命感が伝わってくるように思いま

したし,それは,生徒の研究意欲を引き出すうえで効

果を持っているようにも感じました.

実践してきた指導方法は気象学会で発表し,学会会

員諸氏より貴重な助言を得て,これを次の指導に生か

すようにしています.また,教育関係雑誌等に論文と

してまとめて発表して,教育指導の推進につとめて参

りました.

生徒が社会性を持ち始める高等学校段階において

は,成果を対外的に公表することで学習成果が高まる

と考えております.そこで,生徒の研究成果を学校外

の生徒研究発表会で発表させたり,研究を論文にまと

めて科学賞コンクールに応募し,賞を受けることがで

きたものもあります.これにより,生徒は報告作成に

自信を深めるとともに,気象に関する興味をさらに高

めることになりました.

また,生徒の研究結果は,パネルにまとめ,学校外

の会場を借りて一般市民向けの展示会を開催するなど

して,成果の公開に努めております.研究成果を盛り

込んで,温暖化防止のパンフレット作成を指導して配

布するなど,気象知識の普及にも努めて参りました.

研究は,指導方法も含めて試行錯誤の連続です.研

究の結果が予想通りにならないことも多くあります

が,そういう時に発した生徒の一言から,次の研究の

アイデアやヒントが生まれ,研究のまとめの方向性が

見えることがあります.そういうプロセスを体験させ

ると,生徒は,研究活動を通じて,気象研究の方法を

知るのみでなく,気象現象や,気象情報に,研究開始

以前より一層強い関心を示すようになります.研究を

行ったことをきっかけに,生涯,気象に関心を持って

くれるのであれば,これに勝る喜びはありません.私

は,今後も生徒と共に,研究を続けていきたいと考え

ております.

終わりになりましたが,研究の過程でお世話になっ

た方々にこの場をお借りして御礼申し上げます.
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